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日本語参考資料 

最新版英語データシートはこちら 

製品のハイライト 

● 外付け部品と総コストを削減 

• ショットキーなしの同期整流動作 

• 内部補償 

• 内部ソフトスタート 

• セラミック・コンデンサのみを使用した超小型レイアウト 

● システム内の複数の電源レールをサポートする柔軟性 

• 広い入力電圧範囲：4.5V～60V 

• 3.3Vと5Vの固定出力電圧 

• 調整可能な出力電圧範囲：0.9V～VINの97% 

• 供給可能な負荷電流：最大300mA 

• 外部クロック同期によりスイッチング周波数を調整可能：

200kHz～1MHz 

● 消費電力を低減 

• ピーク効率：95.8%（VIN = 15V、VOUT = 12V、IOUT = 150mA） 

• シャットダウン電流： 2.2µA（代表値） 

• PFMオプションにより優れた軽負荷効率を実現 

● 工業環境の悪条件下でも信頼性の高い動作 

• ヒカップ・モードによる電流制限と起動の自動リトライ 

• オープンドレインのパワー・グッド出力（RESETピン） 

• 設定可能なEN/UVLO閾値 

• プリバイアスされた出力電圧への単調性起動 

• 過熱保護 

• 高い工業用動作周囲温度範囲：-40ºC～+125ºC、ジャンク

ション温度範囲：-40ºC～+150ºC 

• CISPR32（EN55032）クラスBの伝導エミッションと放射

エミッションに準拠。 

主なアプリケーション 

● ファクトリ・オートメーション 

ファクトリ・オートメーションの分野では多様なアプリケーショ

ンが存在しますが、その重要な条件の1つが熱の発生を抑制でき

ることです。システム内の熱をコントロールして、過熱やシャッ

トダウンを防ぐ必要があります。MAX17570は完全な同期整流式

DC-DCコンバータで、効率の高いFETを内蔵しているため、熱の

発生が抑えられています。スイッチング・レギュレータの効率が

高いほど電力の損失が少なく、したがってシステムで発生する熱

も抑えられます。 

● 自動車アフターマーケット 

自動車アフターマーケット分野において、MAX17570が効果を発

揮する利用例の1つが資産追跡アプリケーションです。モニタの

ワイヤレス接続が容易になったことから資産追跡の導入例が増え

ています。通常、これらのユニットはできる限り小型となるよう

に設計されます。MAX17570はFETと補償回路を内蔵しているほ

か、出力電圧を予め設定することが可能なので、ソリューション

のサイズを非常に小さくすることができます。サイズが小さく部

品点数も少なくできるので、システム設計の全体コストを低減す

ることができます。 

● 汎用ポイントオブロード 

汎用ポイントオブロードとは、数多くのアプリケーションや設計

環境で使用されるスイッチング・レギュレータに使われる一般的

な用語です。どのような環境でも重要なのは、安定して電力を変

換できることです。MAX17570は動作温度範囲が-40ºC～+125ºC

であり、電流制限保護機能と過熱保護機能を備えていることに加

えて、CISPR-32クラスBの排出物基準に適合しているので、きわ

めて厳しい環境であっても小さいサイズで効率の高い電力変換を

実現し、高い安定性と信頼性を設計者に提供します。 

簡略アプリケーション回路図 

 

端子説明 

 

オーダー情報はデータシート末尾に記載されています。 
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絶対最大定格 
VIN～GND ........................................................................... -0.3V～+70V 

EN/UVLO、LX～GND ............................................ -0.3V～VIN + 0.3V 

VCC、VOUT/FB、RESET～GND .......................................... -0.3V～+6V 

RT/SYNC～GND..................................................................... -2V～+6V 

LXの全RMS電流 .......................................................................... 800mA 

出力短絡時間 ....................................................................................連続 

連続消費電力（TA = +70ºC）（+70ºC以上は6.2mW/ºCでディレー
ティング） ...................................................................................496mW 

動作温度範囲（Note 1） ............................................... -40ºC～+125ºC 

ジャンクション温度 .................................................................. +150ºC 

保管温度範囲 ................................................................ –65ºC～+150ºC 

はんだ処理温度（リフロー） ................................................... +260ºC 

リード温度（はんだ処理、10秒） ........................................... +300ºC 

 

Note 1： ジャンクション温度が+125℃を超えると、動作寿命が短くなります。 

上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えるとデバイスに恒久的な損傷を与えることがあります。これらの規定はストレス定格のみを定めたものであり、この仕様
の動作セクションに記載する規定値以上でデバイスが正常に動作することを意味するものではありません。デバイスを長時間絶対最大定格を超える状態に置くとデバ
イスの信頼性に影響を与えます。 

 

パッケージ情報 

 

パッケージの最新の外形情報およびランドパターン（フットプリント）については、www.maximintegrated.com/packagesを参照してくださ

い。パッケージ・コード内の「+」、「#」、「-」は、RoHSステータスのみを示します。パッケージ図面には異なるサフィックスが表示

される場合がありますが、図面はRoHSステータスに関係なくパッケージに固有のものです。 

パッケージの熱抵抗は、JEDEC仕様JESD51-7に記載の方法により、4層基板を用いて求めたものです。パッケージの熱的考察の詳細につ

いては、www.maximintegrated.com/thermal-tutorialを参照してください。 

  

https://www.analog.com/jp/index.html
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https://www.analog.com/jp/technical-articles/thermal-characterization-of-ic-packages.html
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電気的特性 
特に指定のない限り、VIN = 24V、VGND = 0V、RT/SYNC = 未接続（fSW = 400kHz）、CIN = CVCC = 1µF、VEN/UVLO = 1.5V、LX = RESET = 

OPEN、TA =-40ºC～+125ºC。代表値はTA = +25℃での値で、特に指定のない限り電圧は全てGNDが基準。（Note 2） 
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特に指定のない限り、VIN = 24V、VGND = 0V、RT/SYNC = 未接続（fSW = 400kHz）、CIN = CVCC = 1µF、VEN/UVLO = 1.5V、LX = RESET = 

OPEN、TA =-40ºC～+125ºC。代表値はTA = +25℃での値で、特に指定のない限り電圧は全てGNDが基準。（Note 2） 
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Note 2： すべての制限値はTA = +25℃で100%テスト済みです。温度に対する制限値は設計により確保されています。 

Note 3： VRT/SYNC = IRT_BIAS × RRT/SYNC。詳細については、スイッチング周波数とクロック同期のセクションを参照してください。 

  

https://www.analog.com/jp/index.html
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代表的な動作特性 
（特に指定のない限り、VIN = VEN/UVLO = 24V、CIN = CVCC = 1µF、TA = +25℃） 
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代表的な動作特性（続き） 
（特に指定のない限り、VIN = VEN/UVLO = 24V、CIN = CVCC = 1µF、TA = +25℃） 
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代表的な動作特性（続き） 
（特に指定のない限り、VIN = VEN/UVLO = 24V、CIN = CVCC = 1µF、TA = +25℃） 
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代表的な動作特性（続き） 
（特に指定のない限り、VIN = VEN/UVLO = 24V、CIN = CVCC = 1µF、TA = +25℃） 
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代表的な動作特性（続き） 
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代表的な動作特性（続き） 
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代表的な動作特性（続き） 
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代表的な動作特性（続き） 
（特に指定のない限り、VIN = VEN/UVLO = 24V、CIN = CVCC = 1µF、TA = +25℃） 
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ピン配置 

 

端子説明 
端子 名称 機能 

1 VIN 
スイッチング・レギュレータの電源入力。バイパス用として、VINとGNDの間にX7R 1µFセラミック・コンデンサを接続

します。 

2 EN/UVLO 

アクティブ・ハイのイネーブル／低電圧検出入力。EN/UVLOをGNDに接続すると、レギュレータ出力をディスエーブル

できます。EN/UVLOをVINに接続すると、常時ON動作になります。抵抗分圧器をVIN、EN/UVLO、GNDの間に接続する

と、デバイスがイネーブルされてオンになる入力電圧を設定できます。 

3 VCC 内部LDOの電力出力。VCCは1µF以上のコンデンサでGNDにバイパスします。 

4 VOUT/FB 
帰還入力。固定出力電圧バージョンの場合は、VOUT/FBを出力に直接接続します。出力電圧を調整できるバージョンで

は、VOUT/FBをVOUTとGNDの間の抵抗分圧器に接続して、出力電圧を0.9Vから0.97 × VINまでの範囲に設定します。 

5 RT/SYNC 

発振器のタイミング抵抗入力。RTとグラウンドの間に抵抗を接続してスイッチング周波数を設定します。周波数は

200kHz～1MHzに設定できます。RT/SYNCピンを使用すると、コンバータを外部クロックに同期させることができま

す。PFMデバイス（MAX17570D/E/F）でSYNC機能を使用することはできません。詳細については、スイッチング周波

数とクロック同期のセクションを参照してください。 

6 RESET 

オープンドレインのリセット出力。外付け抵抗を使用してRESETを外部電源にプル・アップします。RESETは、出力電

圧が設定された公称レギュレーション電圧の92%未満に低下すると、ローになります。RESETは、出力電圧がレギュレ

ーション値の95%を超えてから1024クロック・サイクルが経過すると、高インピーダンスになります。閾値について

は、電気的特性の表を参照してください。 

7 GND 
グラウンド。GNDは電源グランド・プレーンに接続します。回路のすべてのグランド接続は1点で行ってください。詳細

については、PCBレイアウト時のガイドラインのセクションを参照してください。 

8 LX 
インダクタの接続。LXはインダクタのスイッチ側に接続します。デバイスがシャットダウンされた状態では、LXは高イ

ンピーダンスです。 

  

https://www.analog.com/jp/index.html
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機能図 

 

表1. レギュレータ・スイッチと抵抗の特性 

 

  

https://www.analog.com/jp/index.html
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詳細 
MAX17570は、MOSFETを内蔵した高効率、高電圧の同期整流式降圧DC/DCコンバータで、4.5V～60Vの広い入力電圧範囲で動作しま

す。このコンバータは、3.3V（MAX17570A、MAX17570D）、5V（MAX17570B、MAX17570E）および調整可能な出力電圧

（MAX17570C、MAX17570F）で、最大300mAの電流を出力します。EN/UVLOおよびVCC UVLOの条件が満たされると、内部パワーアッ

プ・シーケンスがエラーアンプ・リファレンスをソフトスタートさせて、負荷電流に関係なく、クリーンな単調性の出力電圧ソフトスス

タートが可能になります。VOUT/FBピンは、抵抗分圧器を通じて出力電圧をモニタします。RESETピンは、出力電圧がレギュレーション

値の95%に達してから1024サイクルが経過した後に、高インピーダンス状態に遷移します。デバイスはEN/UVLOピンをローにプルダウン

することによってシャットダウン・モードに入り、スタンバイ時の消費電流がわずか2.2µA（代表値）になります。 

MAX17570A/B/Cはすべての負荷においてパルス周波数変調（PWM）モードで動作し、MAX17570D/E/Fは軽負荷時にPFMモードで動作し

ます。PWMモードではインダクタ電流が負になることがあります。PWMモードは周波数の影響を受けやすいアプリケーションに有効

で、あらゆる負荷条件において固定スイッチング周波数で動作します。PFMモードではコンバータが負のインダクタ電流をディスエーブ

ルし、さらに軽負荷時にはパルスをスキップして効率を改善します。PFMモードでは、出力が公称電圧の102.3%になるまで、すべてのク

ロック・サイクルでインダクタ電流がピーク値150mAに固定されます。出力が公称電圧の102.3%に達すると、ハイサイドFETとローサイ

ドFETが両方ともオフになり、負荷の放電によって出力が公称電圧の101.1%に低下するまでデバイスはハイバネート動作に移行します。

ハイバネート動作では、自己消費電流を抑えるためにほとんどの内部ブロックがオフになります。出力が公称電圧の101.1%未満に低下す

ると、デバイスはハイバネート動作を終了してすべての内部ブロックをオンにし、公称出力電圧の102.3%になるまでエネルギー・パルスを

出力に供給する処理を再開します。PFMモードの利点は、電源からの自己消費電流が小さくなるので軽負荷時の効率が向上することです。 

DC/DCスイッチング・レギュレータ 

このデバイスは、内部補償された固定周波数の電流モード制御方式を使用します（機能図を参照）。ハイサイドpMOSFETは、内部クロ

ックの立上がりエッジでオンになります。内部エラーアンプは、帰還電圧を固定内部リファレンス電圧と比較して誤差電圧を生成しま

す。この誤差電圧は、PWMコンパレータにより電流検出電圧と勾配補償電圧の和と比較され、オン時間が設定されます。pMOSFETのオ

ン時間中、インダクタの電流がランプアップします。スイッチング期間の残りの時間（オフ時間）ではpMOSFETがオフに保たれ、ロー

サイドnMOSFETがオンになります。オフ時間中は、インダクタに蓄積されたエネルギーを放電して出力に電流が供給されますが、この

間、インダクタ電流はランプダウンしていきます。過負荷条件では、サイクルごとの電流制限機能により、ハイサイドpMOSFETをオフ

にしてローサイドnMOSFETをオンにし、インダクタのピーク電流を制限します。 

スイッチング周波数とクロック同期 

MAX17570のスイッチング周波数は、RT/SYNCピンとGNDの間に接続した抵抗を使用して、200kHz～1MHzの値に設定できます。必要な

スイッチング周波数（fSW）に対応するRT/SYNCピンの抵抗値（RRT）は、次式を使って計算します。 

 

ここで、RRT/SYNCの単位はkΩ、fSWの単位はkHzです。fSWがデフォルトの400kHzの場合は、RT/SYNCピンをオープンのままにします。一般

に使われるいくつかのスイッチング周波数に対するRRT/SYNC抵抗の値については、表2を参照してください。 

表2. スイッチング周波数とRRT抵抗の関係 

 

図1に示すように、RT/SYNCピンは、デバイスの内部発振器をMAX17570A/B/Cの外部クロックに同期させるために使用できます。PFMデ

バイス（MAX17570D/E/F）ではSYNC機能を使用できません。外部クロックの周波数は、1.1 × fSW～1.4 × fSWの範囲内とする必要があり

ます。ここでfSWは、RT/SYNCピンに接続した抵抗によって設定される周波数です。外部クロックをRT/SYNCピンに印加する場合、印加  

https://www.analog.com/jp/index.html
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される外部クロックが8サイクル以上になると、内部発振器のサイクルが16回繰り返されてから、内部発振器の周波数が外部クロックの

周波数に切り替わります。外部クロックのパルス幅は100ns（tSYNC）より広くする必要があり、許容されるデューティ・サイクル

（DSYNC）範囲は10%～90%です。 

外部クロック信号はRT/SYNCピンにAC結合されます。外部クロックの振幅（VSYNC_PK_PK）は、次式に基づいて選ぶ必要があります。 

20% ≤ DSYNC ≤ 80%の場合： 

 

10% ≤ DSYNC < 20%の場合： 

 

80% < DSYNC ≤ 90%の場合： 

 

 

図1. 外部クロックへの同期 

内部5Vリニア・レギュレータ 

内部レギュレータは5Vの公称電源を提供し、各種内部機能に電力を供給してパワーMOSFETを駆動します。リニア・レギュレータの出力

（VCC）は、1µFのコンデンサを使ってGNDにバイパスする必要があります。VCCレギュレータのドロップアウト電圧は代表値で150mVで

す。低電圧ロックアウト回路は、VCCが3.8V（代表値）を下回ると同期整流式DC/DCコンバータをディスエーブルします。約400mVのVCC 

UVLOヒステリシスは、パワーアップ／パワーダウン時のチャタリングを防止します。  
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イネーブル入力（EN/UVLO）、ソフトスタート 

EN/UVLO電圧が1.215V（代表値）を超えると、デバイス内部にある誤差アンプのリファレンス電圧が上昇し始めます。ソフトスタートの

上昇時間は、設定スイッチング周波数の半分の周波数の512サイクル分で、これにより出力電圧が滑らかに上昇します。スイッチング周

波数によるSS時間の変化は次式で得られます。 

 

ここで、 

SS Time = ソフトスタート時間（msec）  

fSW =スイッチング周波数（kHz） 

EN/UVLOをローにすると、パワーMOSFETとその他の内部回路の両方がディスエーブルされて、VINの自己消費電流が2.2µA未満に減少

します。EN/UVLOは、入力電圧UVLOの調整入力として使用できます。VIN、EN/UVLO、GNDの間にある外部分圧器は、デバイスがオン

またはオフになる入力電圧を調整します。入力UVLOのプログラミングが不要な場合は、EN/UVLOをVINに接続します（EN/UVLOの立上

がりおよび立下がり閾値電圧については、電気的特性の表を参照）。 

リセット出力（RESET） 

デバイスにはオープンドレインのRESET出力があり、出力電圧をモニタできます。出力が上昇して公称設定値の95%を超えると、設定ス

イッチング周波数の1024サイクル後にRESETが高インピーダンスになり、出力電圧が設定された公称レギュレーション電圧の92%未満に

低下すると、ローになります。ヒカップ・タイムアウト時間内は、RESETがローにアサートされます。 

プリバイアス出力への起動 

このデバイスは、出力コンデンサを放電することなくプリバイアス出力へソフトスタートできます。このような機能は、複数のレールを

有するデジタル集積回路に電力供給するアプリケーションに有効です。 

動作入力電圧範囲 

最大動作入力電圧は制御可能な最小オン時間によって決まり、最小動作入力電圧は最大デューティ・サイクルと回路の電圧降下によって

決まります。所定の出力電圧に対する動作入力電圧の最小値と最大値は、次式で計算します。 

 

ここで、 

VOUT = 定常状態での出力電圧 

IOUT(MAX) = 最大負荷電流  

RDCR(MAX) = インダクタのDC抵抗 

fSW(MAX) = 最大スイッチング周波数 

tOFF-MIN(MAX) = 最も厳しい条件での制御可能な最小スイッチ・オフ時間（145ns）  

tON-MIN(MAX) = 最も厳しい条件での制御可能な最小スイッチ・オン時間（130ns） 

RDS-ONH(MAX) = 最も厳しい条件でのハイサイド内部MOSFETのオン抵抗  

RDS-ONL(MAX) = 最も厳しい条件でのローサイド内部MOSFETのオン抵抗 
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過電流保護／ヒカップ・モード 

このデバイスは、過負荷および出力短絡状態でデバイスを保護する、堅牢な過電流保護方式を備えています。サイクルごとのピーク電流

制限により、ハイサイド・スイッチ電流が内部制限値0.56A（代表値）を超えた時は常にハイサイドMOSFETがオフになります。ハイサイ

ド・スイッチの0.66A（代表値）の暴走電流制限は、降圧コンバータのオン期間中に高まったインダクタ電流を元に戻すだけの十分な出

力電圧が得られないような高入力電圧および出力短絡状態にあるデバイスを保護します。暴走電流制限が1回作動すると、ヒカップ・モ

ードがトリガされます。更に、何らかの障害が原因でソフトスタート完了後の任意の時点で出力電圧が代表値の65%まで低下した場合

も、ヒカップ・モードがトリガされます。ヒカップ・モードでは、ヒカップ・タイムアウト時間（設定されたスイッチング周波数の半分

の周波数の32768サイクル分）が経過するまでスイッチングを一時停止することによって、コンバータを保護します。ヒカップ・タイム

アウト時間が終了すると、ソフトスタートが再試行されます。ヒカップ・モード動作は、出力短絡条件下での消費電力を低減します。短

絡状態下でVOUT/FBピンの絶対最大定格を超えることがないよう、ボード・レイアウトとシステム配線には注意する必要があります。こ

のような状態下では、出力コンデンサまたは短絡した負荷との間のボードまたは配線のインダクタンスによってセラミック出力コンデン

サが発振する可能性があり、発振した場合はVOUT/FBの絶対最大定格（-0.3V）を超えてしまうおそれがあります。VOUT/FBの絶対最大定格

を超えないようにするには、ボードまたは配線の寄生インダクタンスを最小限に抑えると共に、短絡動作時の出力電圧波形を確認する必

要があります。 

熱過負荷保護 

熱過負荷保護機能により、デバイスの総消費電力が制限されます。ジャンクション温度が166℃を超えると、オンチップのサーマル・セ

ンサーがデバイスをシャットダウンし、内蔵の電源MOSFETをオフにして、デバイスの温度が下がるようにします。ジャンクション温度

が20℃下がると、サーマル・センサーによってデバイスがオンになります。 
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アプリケーション情報 

インダクタの選択 

インダクタは、できるだけDC抵抗が小さく、割り当てられた寸法に合っていて、なおかつ低損失のものを選ぶ必要があります。飽和電流

（ISAT）は、最大電流制限値未満で飽和が発生することがないよう、十分に大きな値でなければなりません。所定のアプリケーションに

必要なインダクタンスは、次式で求めることができます。 

 

ここで、 

VOUT = 出力電圧 

fSW = スイッチング周波数（Hz）  

L = インダクタンス（H） 

Lの値が決まったら、次に適切なコア素材を選択します。コアによく使われるのはフェライトと鉄粉です。フェライト・コアは損失が小

さいので、高効率の設計に適しています。鉄粉コアはフェライトより損失が大きいですが、低価格です。 

入力低電圧ロックアウト・レベルの設定 

このデバイスは、入力低電圧ロックアウトのレベルを調整できます。VINとGNDの間に接続された抵抗分圧器を使って、デバイスがオン

になる電圧を設定します（図2を参照）。分圧器の中間ノードはEN/UVLOに接続します。3.3MΩを最大値としてR1を選択し、次式により

R2を計算します。 

 

ここで、VINUはデバイスをオンにしなければならない電圧です。EN/UVLOピンが外部の信号源で駆動されている場合は、信号源の出力と

EN/UVLOピンの間に最小1kΩの直列抵抗を接続することを推奨します。これにより、ラインの電圧リンギングを低減できます。 

 

図2. 調整可能なEN/UVLO回路 

入力コンデンサ 

入力フィルタ・コンデンサは、電源から流れるピーク電流を低減すると共に、回路のスイッチングによって生じる入力のノイズと電圧リ

ップルを低減します。入力コンデンサの実効電流の条件（IRMS）は、次式で定義されます。 
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ここで、 

D = VOUT/VIN（コンバータのデューティ比）  

fSW = スイッチング周波数（Hz） 

ΔVIN = 許容入力電圧リップル 

η = 効率 

電源がデバイスの入力から離れているアプリケーションでは、セラミック・コンデンサと並列に電解コンデンサを接続する必要がありま

す。これにより、長い入力電源経路のインダクタンスと入力セラミック・コンデンサによって発振が生じた場合でも、必要な減衰を得る

ことができます。 

出力コンデンサ 

このデバイスには、小さいセラミック製X7Rグレード・コンデンサで十分なので、このコンデンサの使用を推奨します。出力コンデンサ

には、次の2つの役割があります。1つは、デバイスと出力インダクタによって生成される方形波を除去する働きです。もう1つは、負荷

過渡応答条件下で出力電圧を出力できるようにすると共に、デバイスの内部制御ループを安定させることができるよう、十分なエネルギ

ーを貯蔵することです。通常、出力コンデンサはアプリケーションの最大出力電流の33%の負荷ステップに対応できる大きさにします。

これにより、出力電圧の変動が出力電圧の約3%未満に抑えられます。必要な出力コンデンサの値は次式で計算できます。 

 

ここで、 

COUT = 出力容量（F）  

VOUT = 出力電圧 

fC = 必要なクロスオーバー周波数（Hz）。fCは、スイッチング周波数の1/12または50kHzのいずれか小さい方の値とします。 

出力コンデンサを選択する場合は、（定常状態の出力電圧リップルに等しい）適切なAC電圧で、DC電圧によるセラミック・コンデンサ

のディレーティングを考慮する必要があります。 

出力電圧の調整 

MAX17570C/Fの出力電圧は、0.9V～0.97 × VINの範囲で調整できます。出力電圧は、出力、FB、GNDの間に抵抗分圧器を接続することに

よって設定します（図3を参照）。出力電圧を6V未満とするには、50kΩ～150kΩの範囲でR6を選択します。出力電圧を6Vより大きくす

るには、25kΩ～75kΩの範囲でR6を選択し、次式でR5を計算します。 

 

 

図3. 出力電圧の設定 
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消費電力 

ある動作条件において、デバイスの温度上昇をもたらす電力損失は次のように見積もることができます。 

 

ここで、 

POUT = 出力電力 

η =コンバータの効率 

RDCR = インダクタのDC抵抗  

VOUT = 出力電圧 

IOUT = 出力電流 

デバイスのジャンクション温度（TJ）は、次式により任意の周囲温度（TA）で計算できます。 

TJ = TA + (θJA × PLOSS) 

ここで、θJAはジャンクションと周囲空気間でのパッケージの熱インピーダンスです。ジャンクション温度が+125℃を超えると、動作寿命

が短くなります。 

PCBレイアウト時のガイドライン 

クリーンで安定した動作を実現するには、PCBレイアウトでの配慮が重要です。スイッチング電力段には特に注意が必要です。以下のガ

イドラインに従って、PCBレイアウトを適切なものにしてください。 

• VINピンとGNDピンのできるだけ近くに、入力セラミック・コンデンサを配置します。 

• VCCバイパス・コンデンサの負の端子は、できるだけ短いパターンでGNDピンまたはグラウンド・プレーンに接続します。 

• 放射EMIを減らすために、LXピンとインダクタの接続によって形成される面積を最小限に抑えます。 

• VCCデカップリング・コンデンサは、VCCピンのできるだけ近くに配置します。 

• すべての帰還接続はできるだけ短くして、直接接続します。 

• 高速スイッチング・ノード（LX）は、VOUT/FBピン、RESETピン、RTピンから離して配線します。 

初回で成功するPCBレイアウト例については、MAX17570評価用キットのレイアウトを参照してください

（www.maximintegrated.com/MAX17570から入手可能）。 
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図4. MAX17570A/B/D/Eのレイアウト・ガイドライン 
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図5. MAX17570C/Fのレイアウト・ガイドライン 
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標準アプリケーション回路 

3.3V固定、400kHzの標準アプリケーション回路 

 

図6. 3.3V出力、スイッチング周波数400kHz 

5V固定、400kHzの標準アプリケーション回路 

 

図7. 5V出力、スイッチング周波数400kHz 

12V可変、400kHzの標準アプリケーション回路 

 

図8. 12V出力、スイッチング周波数400kHz 
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5V固定、1MHzの標準アプリケーション回路 

 

図9. 5V出力、スイッチング周波数1MHz 

1.8V可変、200kHzの標準アプリケーション回路 

 

図10. 1.8V出力、スイッチング周波数200kHz 
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オーダー情報 

 

+は鉛（Pb）フリー／ROHS準拠のパッケージであることを示します。 

Tはテープ＆リールを示します。 
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